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        No. 2680
2024 年 6 月 3 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

立
憲
民
主
党
の
蓮
舫
氏

は
５
月
27
日
、
都
知
事
選

に
無
所
属
で
立
候
補
す
る

こ
と
を
表
明
。
同
日
開
か

れ
た
市
民
と
野
党
の
共
闘

候
補
の
実
現
を
め
ざ
し
て

東
京
都
知
事
選
に
蓮
舫
氏

市
民
と
野
党
の
選
定
委
が
擁
立

　 

小
池
都
政
か
ら
の
転
換
を

　

都
知
事
選
に
蓮
舫
氏
が

立
候
補
を
表
明
。「
市
民
と

野
党
の
候
補
者
選
定
委
員

会
が
擁
立
を
発
表
し
た
」

「
築
地
市
場
跡
地
や
神
宮

外
苑
な
ど
大
型
開
発
を
や

企
業
・
団
体
献
金
は
賄
賂

日
本
共
産
党
・
塩
川
議
員
　
全
面

禁
止
迫
る

　

日
本
共
産
党
の
塩
川
鉄

也
議
員
は
衆
院
政
治
改
革

特
別
委
員
会
で
23
日
、
裏

金
事
件
の
真
相
解
明
と
と

も
に
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
券
購
入
も
含
め
企

業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁

止
の
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

き
た
「
候
補
者
選
定
委
員

会
」
は
同
氏
の
擁
立
を
決

め
ま
し
た
。

　

８
年
前
に
「
反
自
民
」

を
演
出
し
て
初
当
選
し
た

小
池
百
合
子
都
知
事
は
、

今
や
自
民
党
政
治
そ
の
も

の
に
“
先
祖
返
り
”、「
裏

金
自
民
党
」
に
頼
ら
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
民
の
命
と
暮
ら
し
よ
り

も
大
型
開
発
推
進
な
ど
財

界
の
目
先
の
利
益
を
最
優

先
す
る
政
治
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

蓮
舫
氏
は
「
選
定
委
員

会
」
に
駆
け
つ
け
、「
自
民

党
政
治
を
支
え
て
い
る
小

池
都
政
は
終
わ
ら
せ
な
い

と
い
け
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
小

池
晃
書
記
局
長
は

「
２
年
間
で
48
億
円

も
の
金
を
都
庁
舎
な

ど
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

に
使
う
都
政
で
は
な

く
、
都
庁
に
食
料
を

求
め
て
並
ぶ
人
が
出

な
い
都
政
の
実
現
を

正
面
か
ら
掲
げ
、
頑

張
り
抜
き
た
い
」
と

表
明
。「
最
強
・
最
良

の
候
補
者
が
名
乗
り

を
上
げ
て
く
れ
た
。

日
本
共
産
党
と
し
て
、

勝
利
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

め
て
、
都
民
の
暮
ら
し
優

先
の
都
政
に
転
換
し
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
治
資
金
規
正
法
改
正

問
題
。「
自
民
党
は
野
党
な

ど
４
党
１
会
派
が
求
め
た

提
案
を
こ
と
ご
と
く
拒
否

し
た
」「
31
日
に
自
民
・
公

明
・
維
新
で
合
意
し
た
修

正
案
は
企
業
・
団
体
献
金

の
禁
止
は
な
く
、
国
民
の

求
め
る
改
革
と
か
け
離
れ

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

電
気
料
金
ま
た
値
上
げ
。

「
平
均
的
な
家
庭
で
、

４
０
０
円
ほ
ど
上
が
る
」

「
物
価
対
策
と
し
て
行
っ

て
き
た
政
府
の
補
助
金
が

終
了
す
る
た
め
だ
」「
実
質

賃
金
が
24
か
月
連
続
マ
イ

ナ
ス
で
、
さ
ら
に
家
計
は

苦
し
く
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
藤
井
聡
太
８
冠
、

豊
島
将
之
九
段
に
勝
利
し

　

塩
川
氏
は
、
政
治
資
金

規
正
法
は
政
治
活
動
を
国

民
の
不
断
の
監
視
と
批
判

の
も
と
に
置
き
、
国
民
の

疑
念
を
招
く
こ
と
が
な
い

よ
う
公
明
正
大
に
行
う
よ

う
求
め
て
い
る
と
強
調
し
、

「
自
民
党
は
真
相
解
明
の

努
力
を
全
く
や
っ
て
い
な

い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
塩
川
氏
は

「
裏
金
の
原
資
で
あ
る
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入

は
形
を
変
え
た
企
業
・
団

体
献
金
だ
」「
企
業
の
政
治

献
金
は
政
治
を
買
収
す
る

賄
賂
だ
。
選
挙
権
の
な
い

企
業
が
献
金
す
る
の
は
国

民
主
権
と
相
い
れ
ず
、
国

民
の
参
政
権
を
侵
害
す
る

も
の
だ
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

蓮舫参院議員（中央）と市民・野党の代表ら、５月 27 日
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

小
池
都
政
の
大
問
題
③

　
「
公
園
の
土
地
を
再
開

発
に
回
す
こ
と
は
聞
い
た

こ
と
が
な
い
」
イ
コ
モ
ス

や
国
際
影
響
評
価
学
会
の

指
摘
に
も
小
池
知
事
は
答

弁
せ
ず
、
都
は
再
開
発
の

手
続
き
を
「
適
正
に
進
め

て
い
く
」と
表
明
。イ
チ
ョ

ウ
並
木
や
樹
木
の
保
全
策

は
い
ま
だ
に
不
明
で
す
。

問
答
無
用
で
開
発
・ 

樹

木
伐
採
を
推
進

┃

神

宮
外
苑

大
型
道
路
は
予
算
増
、

住
宅
耐
震
は
予
算
減

　

防
災
を
口
実
に
道
路
を

つ
く
る「
特
定
整
備
路
線
」

は
、
用
地
買
収
を
強
力
に

進
め
る
「
機
動
取
得
推
進

課
」
ま
で
立
ち
上
げ
推
進
。

住
宅
耐
震
化
の
１
０
０
倍

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
方
、
能
登
半
島
地
震
を

問
答
無
用
で
進
め
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

み
て
も
急
が
れ
る
住
宅
耐

震
予
算
は
１
割
減
に
。
予

算
の
抜
本
的
な
増
額
が
必

要
で
す
。

グ
レ
ー
水
素
を
大
量
活

用
　

小
池
知
事
が
「
脱
炭
素

の
切
り
札
」
と
す
る
水
素

事
業
は
化
石
燃
料
由
来
の

グ
レ
ー
水
素
が
前
提
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
水
素
を

活
用
す
る
間
違
っ
た
方
針

に
よ
り
、
需
要
も
必
要
性

も
な
い
分
野
に
巨
額
の
税

金
が
投
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
水
素
偏
重
は

開
通
の
め
ど
が
立
た
な

い
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事

　

品
川
工
区
で
の
シ
ー
ル

ド
工
事
の
事
故
、
自
然
や

水
源
の
破
壊
、
大
量
の
残

土
、巨
額
の
税
金
投
入
、談

合
な
ど
問
題
が
山
積
し
、

開
通
の
見
通
し
が
立
た
な

い
リ
ニ
ア
新
幹
線
。
東
京

都
か
ら
国
や
事
業
者
に

き
っ
ぱ
り
中
止
を
要
請
す

べ
き
で
す
。

た
だ
ち
に
改
め
、省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
の
普
及
に
本
気
で

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

名
人
位
を
初
防
衛
。「
タ
イ

ト
ル
の
連
続
獲
得
記
録
を

22
期
に
更
新
し
た
」「
伊
藤

匠
七
段
と
の
叡
王
戦
５
番

勝
負
は
２
勝
２
敗
で
最
終

戦
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
夏
場
所
で
大
の

里
が
優
勝
。「
初
土
俵
か
ら

７
場
所
目
で
の
初
優
勝
は

最
速
だ
」「
場
所
前
に
未
成

年
に
飲
酒
を
強
要
し
た
と

の
疑
惑
が
週
刊
誌
で
報
道

さ
れ
た
」「
人
と
し
て
も
精

進
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
セ
パ
交
流

戦
が
始
ま
っ
た
」「
大
リ
ー

グ
で
は
大
谷
翔
平
選
手
が

10
試
合
ぶ
り
14
号
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
街
路
樹
の
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
の
白
い
花
が
満
開
。
花

び
ら
の
よ
う
に
見
え
る
の

は
萼
、
だ
か
ら
花
が
何
時

ま
で
も
散
ら
ず
に
永
く
咲

い
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
台
風
１
号
は
、関
東
に

は
大
き
な
影
響
が
な
か
っ

た
」「
31
日
は
、寒
気
が
南

下
し
て
寒
く
な
っ
た
」「
梅

雨
が
近
づ
い
て
い
る
」

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始

ま
っ
た
２
０
１
３
年
が
起

点
で
、
物
価
上
昇
が
国
民

の
生
活
と
中
小
企
業
の
経

営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
ま
す
（
図
）。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
新
自

由
主
義
的
な
コ
ス
ト
カ
ッ

歴
史
的
な
物
価
高

　
起
点
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

  

大
企
業
優
先
政
治
か
ら
大
転
換
を

ト
政
策
で
雇
用
は
破
壊
さ

れ
実
質
賃
金
低
下
。
こ
れ

に
つ
づ
く
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

を
主
柱
に
円
安
と
株
高
を

ね
ら
っ
た
大
企
業
・
富
裕

層
優
遇
。
多
国
籍
大
企
業

は
円
安
で
利
益
を
増
や
し

ま
す
が
、
価
格
転
嫁

で
き
な
い
中
小
企
業

と
国
民
は
実
質
賃
金

が
上
が
ら
ず
、
物
価

上
昇
で
負
担
ば
か
り
。

消
費
税
増
税
も
拍
車

を
か
け
ま
し
た
。

　

い
ま
イ
ン
フ
レ
不

況
の
危
機
で
す
。
大

企
業
優
先
の
自
民
党

政
治
か
ら
大
転
換
が

必
要
で
す
。

消費者物価指数の推移

　「しんぶん赤旗」が総務省統計から作成

EU　AI 規制法成立
　世界で初めて

　

Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
５
月
21

日
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

の
開
発
や
利
用
に
関
す
る

規
制
法
案
を
承
認
し
、
成

立
し
ま
し
た
。
規
制
の
全

面
的
な
実
施
は
２
０
２
６

年
と
な
る
見
通
し
。

　

規
制
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
リ

ス
ク
を
４
段
階
に
分
類
し
、

リ
ス
ク
の
度
合
い
に
応
じ

た
措
置
を
事
業
者
に
義
務

付
け
ま
し
た
。
人
種
や
思

想
な
ど
個
人
情
報
に
基
づ

く
生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
の

運
用
と
い
っ
た
禁
止
事
項

に
違
反
し
た
場
合
、
３
５

０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
59
億

円
）
も
し
く
は
世
界
年
間

売
上
高
の
最
大
７
％
の
制

裁
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

普
及
が
進
ん
だ
生
成
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
も
、
事
業
者

に
対
し
て
開
発
の
た
め
に

利
用
し
た
著
作
物
に
関
す

る
情
報
開
示
を
求
め
、
透

明
性
を
確
保
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。


